
インド太平洋における法の支配の課題と
海洋安全保障『カントリー・プロファイル』

［国際法研究会（国際ルール検討グループ）］

平成28年度外務省外交・安全保障調査研究（発展型総合事業）

平成29年3月

平
成   
年
3
月

29

イ
ン
ド
太
平
洋
に
お
け
る
法
の
支
配
の
課
題
と
海
洋
安
全
保
障
『
カ
ン
ト
リ
ー
・
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
』﹇
国
際
法
研
究
会
﹈

公
益
財
団
法
人 

日
本
国
際
問
題
研
究
所

表紙_国際法研究会.indd   1 2017/07/26   19:56:23



はしがき 

 

本報告書は、日本国際問題研究所が受託した発展型総合事業「インド太平洋における法

の支配の課題と海洋安全保障カントリー・プロファイル」の国際法研究会（国際ルール検

討グループ）の 2016年度の最終報告です。 

この研究会は、インド太平洋地域の領土や海域をめぐって法の支配が揺らぐ中、日本が

安定した国際環境を創出し、海における「法の支配 3原則」を実現するための課題につい

て、法的側面から分析を行うこと、また、地域研究会との学際的な交流を通じて、多角的

な観点から海洋安全保障研究を行う人材育成を図ることを目的としています。人材育成面

では、昨年度に続き 2016 年 8 月、21 名の大学生、大学院生、実務家を対象に、地域研究

と国際法、双方の内容をバランスよく取り入れた海洋安全保障講座を開講いたしました。 

日本の領土をとりまく状況が厳しさを増すなか、領土、領海、領空及びこれらに付随す

る空間における「法の支配」の内容や軍艦・公船の法的地位について精査する必要性が高

まっています。本年度、国際法研究会では、南シナ海をめぐる中比国際仲裁裁判の裁定に

関する法的評価、海洋境界の画定をめぐる法的な諸問題等について詳細な検討を行いまし

た。この報告書は、国際法・国際海洋法の分野の専門家による知見と 2 年間にわたる議論

の積み重ねが反映された研究成果です。 

なお、ここに表明されている見解はすべて個人のものであり、当研究所の意見を代表す

るものではありませんが、このような研究成果は、わが国の政策形成にとって有益な貢献

となるものと確信しています。 

本研究に真摯に取り組まれ、報告書の作成にご尽力いただいた執筆者各位、ならびにそ

の過程でご協力いただいた関係各位に対し、改めて深甚なる謝意を表します。 

 

平成 29年 3月 

 

公益財団法人 日本国際問題研究所 
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平成 28 年度 海洋安全保障講座 実施概要（8 月 26 日(金) 開催） 

 

＜時間割＞ 

9:30-9:50 主査挨拶、オリエンテーション（受講者自己紹介） 

9:50-10:50 １．日本の海洋安全保障政策の課題 

11:00-12:00 ２．国際法から見た海洋安全保障問題と我が国の領土関連問題 

12:00-13:00 ランチ（兼：懇親会） 

13:00-14:30 地域研究 各論 

３．アジア・太平洋の安全保障環境 

４．中国の海洋進出 

14:45-16:15 国際法 各論 

５．各海域における軍艦・公船・船舶の航行に関する国際法 

６．対領空侵犯措置と公海・EEZ 上における防空措置 

16:30-18:00 ７．全体討議 （ケーススタディ：南シナ海問題） 

「仲裁裁判所判断をめぐる国際法と国際政治」 

18:00-18:10 両主査による総括 

 

＜講師＞ 

１ 日本の海洋安全保障政策の課題 

小谷 哲男（日本国際問題研究所主任研究員） 

２ 国際法から見た海洋安全保障問題と我が国の領土関連問題 

中谷 和弘（東京大学大学院法学政治学研究科教授） 

３ アジア・太平洋の安全保障環境 

菊池 努（青山学院大学国際政治経済学部教授/日本国際問題研究所上席客員研究員）

４ 中国の海洋進出 

土屋 貴裕（慶応義塾大学 SFC 研究所上席研究員） 

５ 各海域における軍艦・公船・船舶の航行に関する国際法 

坂巻 静佳（静岡県立大学国際関係学科講師） 

６ 対領空侵犯措置と公海・EEZ 上における防空措置 

石井 由梨佳（防衛大学校人文社会学群国際関係学科講師） 

７ 全体討議（南シナ海問題についての講義後、受講生によるディスカッション） 

小谷 哲男（日本国際問題研究所主任研究員） 

鶴田 順（政策研究大学院大学准教授） 

中島 啓（神戸大学大学院法学研究科学術研究員） 

８ 総括 

 菊池 努（青山学院大学国際政治経済学部教授/日本国際問題研究所上席客員研究員）

 中谷 和弘（東京大学大学院法学政治学研究科教授） 

 討論参加者 

 八木 直人（海上自衛隊幹部学校教官） 

 福嶋 輝彦（防衛大学校教授） 

 福田 円（法政大学法学部准教授） 
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